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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月26日(2016.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属表面の処理のためのプロセスであって、
　前記表面を前処理するステップと、
　　前記表面を、
　　（３－グリシドオキシプロピル）トリメトキシシラン（ＧＰＭＳ）、１，２－ビス（
トリメトキシシリル）エタン（ＴＭＳＥ）、１，２－ビス（トリエトキシシリル）エタン
（ＢＴＳＥ）、ビス［３－（トリメトキシシリル）プロピル］アミン（ＢＡＳ）およびビ
ニルトリアセトキシシラン（ＶＴＡＳ）、またはそれらの２つ以上の組み合わせから選択
される１つまたは複数のシラン、ならびに
　　モリブデン、マグネシウム、ジルコニウム、チタン、バナジウム、セリウム、ハフニ
ウム、ケイ素、アルミニウム、ホウ素、コバルトおよび亜鉛の少なくとも１つから選択さ
れる、２．０から２０ｇ／Ｌの間の金属塩の濃度および１から６．０の間のｐＨ値の無機
金属塩
　を含有する伝導性ポリマー分散液と接触させることにより、化成被覆で被覆するステッ
プであって、前記無機金属塩が、ジルコニウムの塩であるかまたはジルコニウムの塩を含
み、ジルコニウムの無機金属塩の濃度がＫ２ＺｒＦ６で生成され／調整されるステップと
、
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　前記表面を乾燥させるステップと
を含み、前記伝導性ポリマーが、ポリアニリン（ＰＡＮＩ）、ポリエチレンジオキシチオ
フェン（ＰＥＤＯＴ）およびポリピロール（ＰＰＹ）からなる群から選択されるものであ
る、プロセス。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のシランが水溶性である、請求項１に記載のプロセス。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のシランが、前記ポリマー分散液の０．０１ｖ％～１．０ｖ％（ｖ
／ｖ）の量で存在する、請求項１または請求項２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記前処理ステップが、
　　前記表面を脱脂するステップと、
　　前記表面を清浄化するステップと、
　　前記表面を脱酸素するステップとをさらに含む、請求項１から３のいずれか一項に記
載のプロセス。
【請求項５】
　ｐＨがＨ２ＺｒＦ６および／またはＮＨ４ＯＨで調整される、請求項１から４のいずれ
か一項に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記金属シートが、アルミニウム、銅、鉄、またはそれらの合金からなる群から選択さ
れる、好ましくは、２０２４－Ｔ３および７０７５－Ｔ６からなる群から選択されるもの
である、請求項１から５のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記無機塩が２．０から８．０ｇ／Ｌの濃度で存在し、かつ／または前記接触させるス
テップが２から５のｐＨで行われる、請求項１から６のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項８】
　金属表面の処理のための化成被覆であって、１つまたは複数のシラン、ならびにモリブ
デン、マグネシウム、ジルコニウム、チタン、バナジウム、セリウム、ハフニウム、ケイ
素、アルミニウム、ホウ素、コバルトおよび亜鉛の少なくとも１つの無機金属塩を含有す
る伝導性ポリマー分散液を含み、ここで、前記無機金属塩の濃度は２．０から２０ｇ／Ｌ
の間であり、かつ前記被覆のｐＨは１から６．０の間であり、前記無機金属塩が、ジルコ
ニウムの塩であるかまたはジルコニウムの塩を含み、ジルコニウムの無機金属塩の濃度が
Ｋ２ＺｒＦ６で生成され／調整され、
　　前記伝導性ポリマーが、ポリアニリン（ＰＡＮＩ）、ポリエチレンジオキシチオフェ
ン（ＰＥＤＯＴ）およびポリピロール（ＰＰＹ）からなる群から選択されるものであり、
かつ
　　前記１つまたは複数のシランが、（３－グリシドオキシプロピル）トリメトキシシラ
ン（ＧＰＭＳ）、１，２－ビス（トリメトキシシリル）エタン（ＴＭＳＥ）、１，２－ビ
ス（トリエトキシシリル）エタン（ＢＴＳＥ）、ビス［３－（トリメトキシシリル）プロ
ピル］アミン（ＢＡＳ）およびビニルトリアセトキシシラン（ＶＴＡＳ）、またはそれら
の２つ以上の組み合わせから選択される、被覆。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のシランが水溶性であり、かつ／あるいは前記１つまたは複数のシ
ランが、前記ポリマー分散液の０．０１ｖ％～１．０ｖ％（ｖ／ｖ）の量で存在する、請
求項８に記載の被覆。
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